
３（１） 平成 24 年度事業計画（案）について 

 

  １ 常設展示 

   内容： 飯山市出身あるいはゆかりの芸術家及び企画展を開催した画家の作品を中心

に常設展示を行う。美術館収蔵品及び借用作品を合わせて 60～70 点を常設展示

する。 

   期間： 企画展の開催期間を除いた期間 

 

  ２ 企画展 （企画展開催事業） 

  ①名称： （仮称）飯山の美術家展 

   期間： 9 月 8 日（土）～11 月 4 日（日） 開館日数 50 

   内容： 平成 16 年に開催した当館企画展『飯山の美術家展』出品者のうち、飯山市在

住の洋画・日本画作家 7 人に焦点を絞る。 

※出品予定者（50 音順）：岩上隆静（洋画）、岡田千春（洋画）、川口昇（洋

画）、駒村久弥（洋画）、田中渉（洋画）、松澤芳宏（洋画）、吉越窿師（日本画） 

 

  ②修復を終えた長谷川青澄作品『浅間』を展示紹介。 

 

  ３ ギャラリー企画展等 

   方針：市出身作家はもちろん市内外の作家も積極的に紹介し、施設の活性化を図る。 

  ①名称： 第 33 回飯山市民芸術祭 

   期間： 4 月 21 日（土）・22 日（日）（2 日間） 

   内容： 市民芸術祭の会場の一部として、展示室・ロビー・ギャラリーに絵画（水彩・

油彩・水墨・日本画）・書道・華道・その他の作品を展示する。 

   備考： 4 月 20 日に常設展示作品撤収及び市民芸術祭出品作品展示作業 

       4 月 22 日午後 5 時から市民芸術祭作品撤収、4 月 23 日の休館日に常設展示作

品展示作業を実施。 

  ②名称：奥信濃 みゆき野四季光彩―川口和平写真展―（50 千円、企画展開催事業） 

   期間： 4 月 29 日（日）～5 月 27 日（日） 開館日数 25 

   内容： 飯山市周辺のみゆき野を舞台に、美しい自然を撮影し続ける飯山市在住の写

真家・川口和平氏の 25 年にわたる活動の成果 50 点余を紹介する。ギャラリー

とロビーを使用。 

 

  ③名称：第 3 回城南・城北中学校美術部展（50 千円、企画展開催事業） 

   期間： 11 月 10 日（土）～12 月 16 日（日） 開館日数 32 

内容： 城北中学校と城南中学校の美術部合同展。 

    両中学校の美術部員の作品を展示する。ギャラリーとロビーを使用。 

 



  ４ 美術教室・ワークショップ等 

   方針： 美術に関わる教室や講座等を実施する。 

   内容： ・総合学習センターの教室等（夏休み体験教室、春休み体験教室、いいやま

ウイークエンド教室）で美術・図工の企画運営に関わる。 

       ・美術館の企画として、未就園児・小中学生を対象にワークショップを開催

する。 

 

  ５ 五郷研修館の活用・連携 

   方針： 県外在住の芸術家を支援し、美術館活動の活性化に繋げる。 

   内容： 平成 14 年度から継続。不定期に飯山を訪れ、絵画作品などを制作（制作場所：

五郷研修館）。 

    研修館を使用している美術家： 

○原田卓三（大阪府在住、東京芸術大学大学院修了、独立行政法人造幣局） 

○瀬島匠（東京都在住、武蔵野美術大学卒、武蔵野美術大学非常勤講師） 

○内田寛（絵画、愛知県在住、名古屋芸術大学卒） 

 

  ６ 施設整備事業 

   ・安全性維持のため館内エレベーターの改修工事を予定。 

 

  ７ 美術品修復事業 （2,783 千円、美術品管理事業⇒繰越） 

   ・長谷川青澄日本画作品『浅間』の修復を、京都市の修復専門業者に依頼中。 

6 月 30 日完了予定。 


